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平成３０年６月発行（年 4回発行）・発行元：大分市環境対策課・地球温暖化対策おおいた市民会議 

 

みなさん「地球温暖化対策おおいた市民会議」をご存知ですか？「何それ？」「役所は会議が多すぎてわからない

ワ」などの声も聞こえてきそうですが、この会議は市民・事業者・行政が、それぞれの立場を超えて互いに学び合

いながら協働し、温室効果ガス削減に向けた各種の取組みを積極的に推進するために平成 19 年 12 月に設立され

ました。現在、この市民会議は学識経験者、市民及び市民団体の代表者、事業者、行政の３４名の委員で構成され

ています。 

     

ここで、現在の温暖化の状況について少しお話します。 

大分市の年平均気温は、この 50年の間で昭和後半と平成以降を比較すると約 1.2℃も上昇しています。「たった

1.2℃？」と思われるかもしれませんが、みなさんも 1℃熱が上がっただけでも体がだるくなりますよね。地球も

同じです。この 1.2℃の上昇が、地球の温度変化が既に私たちの生活に影響を及ぼしているのです。 

「最近、豪雨による災害が多いなあ」「異常気象が多くて米、野菜、果物が育たない」「冬にダウンジャケット、

数回しか着ていないわ」など人によって感じ方は様々ですが、地球温暖化は着々と地球全体の環境に影響を及ぼし、

人類の生存基盤を危うくしかねない深刻な問題なのです。ですから、このまま温暖化の原因である温室効果ガスを

無制限に排出し続けると本当に取り返しのつかないことになってしまいます。 

  

 

 

 

「COOL CHOICE」（クールチョイス）。涼しそうな単語（クール）が入っていますが実はこれ、地球温暖化対策の

ための国民運動で「賢い選択」という意味です。2015 年に「パリ協定」が採択され、世界共通の目標として世界

の平均気温上昇を 2 度未満にすることが挙げられました。これを受け、日本は２０３０年に向けて温室効果ガス排

出量を２６％削減（2０13 年度比）する目標を掲げています。この目標を達成するために、省エネ・低炭素型の製

品・サービス・行動など、温暖化対策に資する、あらゆる「賢い選択」を国民運動としてやっていきましょう！とい

う取組です。この夏から是非、みなさんも「クールチョイス」してみませんか。 

 

地球温暖化対策おおいた市民会議をご存知ですか？ 
 

環境月間中に大分市が取組みましたイベントなどをご紹介します！                

■「大分市環境展」                                 

 市民一人ひとりの環境に関する意識の高揚を図るため、「大分市環境展」を開催しました。    

テーマ：体験しよう！COOL CHOICEでエコな未来 

日時：6月 2日（土）午前 10時 30分～午後 2時   

場所：ガレリア竹町ドーム広場 

出展団体：１３団体      

 来場者数：約 5,400 人    

 

■「大分市環境ポスター展」 

 環境問題をテーマに、市内および中国・広州市の小中学生のポスターを 167点展示しました。 

期間：6月 8日（金）～20日（水） 

場所：J:COM ホルトホール大分１階エントランスホール 

 

■「環境ブック読み聞かせ運動」 

 読み聞かせボランティア等の協力により、市民図書館や幼稚園、 

小中学校等で本の読み聞かせや紙芝居等を実施しました。 

期間：6月 1日（金）～30日（土）   

対象：市内の幼児・児童・生徒 

6 月は環境月間です  

「クールチョイス」って何だろう？ 

 

このような状況の中、「大分市では実際にどのくらい温室効果ガスを減らせば良いのか？」「そのためには各々が

何をすればよいのか？」を具体的に示した「第２期大分市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」を平成２９年３

月に策定しました。この計画に基づく取組を推進するために市民会議を開催し、地球温暖化を加速させないために

「わたしたちに出来ることは何か？」を考え、実践に繋げるなど様々な角度から協議しています。市民のみなさま

にも地球温暖化を身近に感じてもらい、その原因となる温室効果ガスの排出削減について関心をもっていただきた

いという思いから、大分市と地球温暖化対策おおいた市民会議による情報をお届けします。 

（写真提供）大分地方気象台 

平成２９年７月 

九州北部豪雨により流出し

た九大線の橋梁（日田市） 

気候への影響 

 

 

 



 

 

                           

 

 

 

 

                           

 

 

                           

 

                             

 

 

 

                                                    

                           

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

                             

 

 

 

市民会議委員の「取組」や「温暖化に対する想い」について紹介します！ 

大学では教育学部に所属しており、主に化学や理科教育に関する講義や卒業研究の指導等を行っています。 

研究対象は地球表層を流れている様々な「水」で、県内外の河川・湖沼・温泉を対象にフィールドワークを行っています。 

普段の講義や研究指導等において、大学生に環境問題への関心を少しでも持ってもらえるようにと心がけています。 

氏名   大上 和敏（委員長） 

団体名等  国立大学法人 大分大学 

団体肩書き 教育福祉科学部 准教授 

地球温暖化は無関心が最大の敵！大分市役所の２階屋上空間が活用されているのをご存知ですか？そこには様々な雑草が生い茂った自然に近い状態

の庭園があり、緑の屋上が楽しめるようになっています。また、屋上庭園は気温上昇抑止にも一役買っています。限られた時間は待ったなしです。

今、行政、企業、学校、市民、地域それぞれの立場で可能な限り、本気で温暖化対策に取組むべきではないでしょうか。 

私たちの地球と普通の暮らしがいつまでも続くように。 

氏名   上田 耕作（副委員長） 

団体名等  大分商工会議所 

団体肩書き エネルギー部会・部会長 

私ども大分商工会議所のエネルギー部会並びに環境エネルギー委員会では平成 23 年より、小学生の高学年を対象に「エネルギー・環境問題」標語

コンクールを実施してきています。これからの人生を歩んで行く子供たちに「エネルギー・環境問題」について関心を持ち自ら考える機会を与える

ことによって、日々の生活の中で少しでも環境にやさしい行動がとれるように意識の啓発を図ることを目的としています。また、平成 28 年からは

人生の達人のシニアの皆さまの反省を込めた「エネルギー・環境問題川柳コンクール」も始めました。皆様方の参加を期待しています。 

氏名   小野 ひさえ（普及啓発部会長） 

団体名等  大分市生活学校連絡協議会 

団体肩書き 会長 

大分市生活学校連絡協議会は、今年発足後５３年となり、環境保全活動団体として県下随一の実績を刻んでいます。現在は食品ロス、レジ袋削減、 

保育園児とのサクラの植樹活動を行っています。特に食品ロスは、食育全国大会にてパネル展示による 5年間の活動紹介の啓発を行います。 

会員は、食品ロス削減家計簿の記帳を続けています。また、市民啓発の一環として行っている環境展や消費生活展におけるマイバック出前教室は、 

市民に定着し好評を得ています。その他に福祉公共サービス、視察研修等の活動も実施しています。 

氏名   桑野 恭子（実行計画推進部会長） 

団体名等  エコアクション２１地域事務局おおいた 

団体肩書き 理事 

エコアクション 21（EA21）とは、環境経営に取組む事業者を対象に環境省が作成したガイドラインのことです。 

当事務局では、EA21認証・登録の取得を目指す事業者の支援、審査申請の窓口業務などを行っています。 

個人的には、小中学校や役所などにお邪魔して地球温暖化防止や環境教育に関する講師を務めています。 

また「第 2期大分市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」の策定部会長を務めさせていただきました。 

氏名   益永 浩 

団体名等  （公社）大分県トラック協会 

団体肩書き 常務理事 

公益社団法人大分県トラック協会（事業者団体）の主な３つの取組み 

第一に、「トラックの森」と銘打った植樹際の開催  第二に、エコドライブの推進  第三に、低公害車の導入の普及促進 

以上のように、自然と向き合う心の醸成、運転技術による排ガス量の低減、支援機器導入による燃費の向上に取組み環境保全に努めています。 

氏名   森山 かおり 

団体名等  公募委員 

宇宙に行った宇宙飛行士さんは、皆地球の美しさに感動して帰ってきます。その美しい地球は、人間だけのものではありません。 

しかし、その地球を破壊するのは人間だけ…。とても悲しいことです。数えきれない程多くの生き物や植物のお陰で、私たちは暮らしているというのに。 

一人一人が、ほんの少しだけ、そのことを頭において生活をすれば、地球の環境破壊は止められるのではないでしょうか？ 

氏名   秦 希明 

団体名等  大分市職員 

団体肩書き 環境部長 

地球温暖化対策への取組は、一人一人の小さな行動がいくつにも積み重なって、二酸化炭素の削減につながります。我が家では毎日食べきる分だけ調

理し、食べ残しがないように努めています。食べ残しは最終的にゴミになり、ゴミを燃やす量が多くなる程、二酸化炭素は多く排出されます。 

また、適度な食事の量はゴミの削減に限らず、食べ過ぎを抑制するなど健康面においてもメリットがあると考えています。 

物が溢れている現代社会において、自分に必要な量を摂取するなど、毎日の食生活におけるクールチョイスを私は実践しています。 

委員のみなさん、ありがとうございました。次回は９月の発行です。お楽しみに！ 

氏名   荒金 一義（副委員長） 

団体名等  大分市自治委員連絡協議会 

団体肩書き 会長 


